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登弥神社本殿‖奈良市石木町で

登
弥
神
社
は
富
雄
川
の
東

側
、
奈
良
市
と
大
和
郡
山
市

の
市
境
の
西
ノ
京
丘
陵
の
森

の
中
に
鎮
座
し
ま
す
。

古
く
は
木
嶋
大
明
神
と

称
さ
れ
、
今
も
石
灯
籠
に
そ

の
名
が
残
り
ま
す
。

鳥
居
を
く
ぐ
り
境
内
に
入

る
と
、
長
い
な
だ
ら
か
な
登

り
の
石
段
が
あ
り
、
一
番
奥

の
高
い
所
に
本
殿
と
拝
殿
が

あ
り
ま
す
。

本
殿
は
一
間
社
（
正
面
の

柱
間
が
一
つ
）
春
日
造
（
切

り
妻
屋
根
で
、
棟
と
直
角
な

面
に
入
り
口
が
あ
る
様
式
）

で
、
東
本
殿
と
西
本
殿
の
二

つ
が
横
に
並
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
国
の
登
録

有
形
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。古

来
「
ト
ミ
」
と
呼
ば
れ

た
場
所
は
当
地
か
ら
北
、
富

雄
川
の
上
流
一
帯
を
指
し
ま

す
。
ト
ミ
の
字
は
登
弥
、
鳥

見
、
富
、
登
美
な
ど
と
記
さ

れ
、
当
社
は
古
代
の
地
名
を

残
し
て
い
ま
す
。

由
緒
に
つ
い
て
は
、
神
武

天
皇
が
大
和
平
定
の
後
、
こ

の
地
に
お
い
て
皇
祖
天
神
を

祭
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ

の
後
、
天
皇
の
平
定
に
功
績

の
あ
っ
た
登
美
饒
速
日

命

の
子
孫
で
あ
る
登
美
連
が
、

ゆ
か
り
の
あ
る
当
地
に
祖
神

と
天
神
地
祇
を
祭
っ
た
の
が

創
始
と
伝
わ
り
ま
す
。

毎
年
２
月
１
日
に
「
粥
占

い
（
筒
粥
祭
）
」
の
神
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
米
と
小
豆
を

使
っ
た
粥
で
農
作
物
の
出
来

具
合
を
占
う
神
事
で
、
古
い

形
態
が
残
さ
れ
、
奈
良
市
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

青
木
章
二
）


